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本仕様について

本仕様はMMLインスタンスデータの電子システム間での交換方式を示す。MMLインスタンス内に、以下に記述しているデータ制御のための何らかの命令を示すデータが存在しない場合は、そのインスタンスはシステム間でやり取りされた電文データではないことを意味する。

本仕様は、後述する追加、削除、照会を定義するものであって、低位の通信プロトコルを定めるものではない。従って、通信に関しては、ftp, http, smtp, off-line mediaなど、ユーザの事情に応じて選択することが出来る。これらの通信方法については、ユーザの運用に任せ、本仕様では規定しない。

データ制御方式

MMLデータを相互に交換するための制御方式として、MMLインスタンスに対する操作はインスタンス内に埋め込まれたProcessing Instructionで定義する。MMLを処理するプロセッサ（以後、MML Processorと記す）は、このProcessing Instructionを解釈可能とする。

MMLデータ交換制御内容

MMLデータ交換制御内容として以下の3つを定める。

MMLデータの追加

MMLデータの削除

MMLデータの照会

MMLデータ交換用PIコマンド仕様

MMLデータ交換におけるProcessing Instructionコマンドの一覧は下記の通りである。

	Processing Instruction
	説明

	mmlQuery
	MMLデータの照会要求

	mmlAppend
	MMLデータの追加要求

	mmlDelete
	MMLデータの削除要求

	mmlResult
	MMLデータの返答

	mmlItemResult
	MMLItemデータの返答


Processing Instructionの出現位置

· mmlQuery, mmlAppend, mmlDeleteの各コマンドはMMLインスタンス内に１回のみ出現する。出現位置は、<Mml>タグと<MmlHeader>の間に出現するものとする。

· mmlResultは<Mml>タグの次に出現する。

· mmlItemResultは、各<MmlModuleItem>と<docInfo>タグの間に出現する。

例：

<Mml>

  <?mmlQuery type=”patient” 


startDate=”1999-07-03” endDate=”1999-07-10”

reqId=”0aae5960-667c-11d3-9751-00105a6792e8”?>

  <MmlHeader>



:

  </MmlHeader>



:

</Mml>

MMLデータ送受信シーケンス

電文送信側のmmlQuery, mmlAppend, mmlDeleteの各コマンドに対し、必ずコマンド受信側は各要求に対する結果電文（mmlResultがはいった電文）を返さなければならない。

データ要求

MMLにおけるデータ要求の形式は、<MmlBody>エレメントの<MmlModuleItem>ブロックの属性「type」に要求したいデータのタイプをセットして、<MmlModuleItem>エレメントを空要素形式、もしくは、<docInfo>情報内の<docId>に要求したいデータのIdを設定して送信する。

例1：itemが空要素で属性「type」のみが指定されている場合。

<MmlBody>


<MmlModuleItem type=”healthInsurance”/>

</Mmlbody>


例2：<docInfo>情報内の<docId>に基づいたデータのリクエスト

<MmlBody>

 <MmlModuleItem type=”healthInsurance”>

  <docInfo>

   <docId>

    <uid>0aae5960-667c-11d3-9751-00105a6792e8</uid>

   </docId>

  </docInfo>

 </MmlModuleItem>

</MmlBody>

以下に、mmlQueryコマンドを用いた、データ照会要求の例を示す。この例では、３つの情報を返すように要求している例である。

<Mml>

  <?mmlQuery type=”patient” reqId=”0aae5960-667c-11d3-9751-00105a6792e8”?>

  <MmlHeader>


<masterId>122333444555</patientId>

  </MmlHeader>

  <MmlBody>

<MmlModuleItem type=”registerdDiagnosis”/> 

<MmlModuleItem type=”lifestyle”/> 

<MmlModuleItem type=”healthInsurance”/> 

  </MmlBody>

</Mml>

データ返答

要求された<MmlModuleItem>の内容に基づいて、<MmlModuleItem>の内容を埋めて、リクエスト側にデータを返す。<MmlModuleItem>の結果情報にエレメントが含まれなかったり、エレメントの内容が設定されずに返された場合は、リクエスト先の医療機関においてデータが設定できないもしくは、データをそのMMLの形式に基づいて出力するデータを持っていないことを意味する。１回のデータ要求で、１患者の複数の項目についてのデータを返信することが可能とする。

MML Processing Instructionコマンド解説

mmlAppend

MMLデータの追加要求するときに使用するコマンドとする。

Appendコマンドには、1つの追加フィールド「reqId」が必要とされる。

「reqId」フィールドはリクエストのユニーク番号を付加する。このフィールドにより、データのリクエスト側は、返ってきたResult情報がどのリクエストに対する内容かを確認できる。ユニーク番号の形式はUUIDとする。(UUIDはハイフンを含めた形式とする)

例：

<Mml>

<?mmlAppend reqId=”0aae5960-667c-11d3-9751-00105a6792e8”?>

  <MmlHeader>


<masterId>122333444555</patientId>

  </MmlHeader>

  <MmlBody>

<MmlModuleItem type=”registerdDiagnosis”>



:



:

</MmlModuleItem> 

<MmlModuleItem type=”lifestyle”>



:



: 

</MmlModuleItem> 

<MmlModuleItem type=”healthInsurance”>



:



: 

</MmlModuleItem> 

  </MmlBody>

</Mml>

mmlDelete

MMLデータの削除要求するときに使用するコマンドとする。

Deleteコマンドには、1つの追加フィールド「reqId」が必要とされる。「reqId」の形式は、前述のmmlAppendと同様。

削除の対象は、<MmlModuleItem>にある<docInfo>内のdocIdに対応するものとする。

例：

<Mml>

  <?mmlDelete reqId=“0aae5960-667c-11d3-9751-00105a6792e8”?>

  <MmlHeader>


<masterId>122333444555</patientId>

  </MmlHeader>

  <MmlBody>

<MmlModuleItem type=”healthInsurance”>

  
    <docInfo>

   

<docId>

    

<uid>9df7faa0-b095-11d3-9083-00c02611b018</uid>

   

</docId>

  
   </docInfo>

 
</MmlModuleItem>

  </MmlBody>

</Mml>

mmlQuery

何らかのMMLデータの抽出要求時に使用するコマンドとして、mmlQueryを使用する。

Queryコマンドには、2つの必須フィールドと２つのオプションフィールドが必要とされる。

「type」フィールドの値に基づいて、リクエストする交換データを規定することができる。
typeの形式は以下の３種類とする。

type=“patient”-----一患者における各Bodyデータの要求と返答

type=“list”----------一患者におけるitem内容のリストの要求

type=“statistics” ---- 統計情報の要求と返答（本仕様では、このタイプを予約することのみを規定する。）

「reqId」の形式は、前述のmmlAppendと同様とする。

例：

<Mml>

  <?mmlQuery type=”patient” reqId=”0aae5960-667c-11d3-9751-00105a6792e8”?>

  <MmlHeader>


<masterId>122333444555</patientId>

  </MmlHeader>

  <MmlBody>

<MmlModuleItem type=”registerdDiagnosis”/> 

<MmlModuleItem type=”lifestyle”/> 

<MmlModuleItem type=”healthInsurance”/> 

  </MmlBody>

</Mml>

「type」フィールドは以下のように規定される。

· type=“patient”の場合
<MmlHeader>内の<masterId>に書かれている内容をもとにデータを返す。該当データがない（要求された患者の情報がない場合）場合はResult電文のstatusにエラーが返る。

· type=“list”の場合
<MmlHeader>内の<masterId>に書かれている内容をもとにitemブロックを返す。

· type=‘statistics’の場合header部分のmasterIdには文字列「anonymous」を入れてリクエストする。本仕様では、type=‘statistics“を統計情報抽出用として予約するのみとする。統計情報抽出についてのインターフェースは本仕様では規定しない。今後の仕様検討で統計情報抽出についてのインターフェースを規定する。

「startDate」、「endDate」は抽出したいデータの期間を指定する。ここで記述される日付形式は、Part Iで規定されている日付形式とする。「startDate」、「endDate」が省略された場合、すべての期間を表す。「startDate」が省略された場合は、「endDate」までの期間とし、「endDate」が省略されている場合は、「startDate」から現在までを意味する。

mmlResult

MMLデータのQuery, Append, Deleteに対する返信結果に使用されるコマンドとする。

上記３つのコマンドの返信電文としてこのアクションを設定して電文を返す。

mmlResultコマンドには、4つの追加フィールド「status」、「continue」、「partNo」、「reqId」が必要とされる。「reqId」の形式は、前述のqueryと同様。
「reqId」は前述のmmlAppend,mmlDelete,mmlQueryでリクエストされた電文への結果電文であることを区別できるよう、送られてきたときに渡された「reqId」をセットして返す。
「status」には、前述のmmlAppend,mmlDelete,mmlQueryでリクエストされたコマンドでreqIdに対応した電文の受信が成功したかどうかを返す。成功の場合は「success」、失敗の場合は、「failed」が小文字の文字列で返される。オプションのフィールドとして、「errorReason」というフィールドを返すことができる。「errorReason」は、「status」が「failed」の場合のエラーになった理由を返すことができる。

errorRasonの値としては下記の内容が定義されている。値はすべて下記で規定された大文字の文字列とする。

	エラー値
	説明

	SYSTEMERROR
	何らかの受信システム側のシステムエラー

	HEADERINVALID
	<MmlHeader>情報が不正

	NOTSUPPORTED
	リクエストされた電文の処理をサポートしていない

	REQUESTDENIED
	リクエストされた電文の処理は拒絶された（現在サービスが停止中等）


「continue」はこの電文ですべてのデータが返ったかどうかを返す。「continue=“true”」で引き続き、この電文以外に同じreqIdの電文があることを示す。

「continue=“false”」はこの電文でreqIdの要求に対する最後の電文であることを示す。

「partNo」は、電文が複数に分かれるときに使われる通し番号をいれて返す。「partNo」は０から始まる数字を入れて返す。

以下にその例を示す。

例：

<Mml>

  <?mmlResult status=”success” continue=”false” partNo=”0”

reqid=”0aae5960-667c-11d3-9751-00105a6792e8”?>
  <MmlHeader>



:


<masterId>11222334455</masterId>



:

  </MmlHeader>

  <MmlBody>


<MmlModuleItem type=”registeredDiagnosis”> 



<?mmlItemResult status=”failed” errorRason=”NOTHINGDATA”


reqid=” 0aae5960-667c-11d3-9751-00105a6792e8”?>


</MmlModuleItem>

  </MmlBody>

<Mml>

mmlItemResult

MMLデータのQuery, Append, Deleteに対する各MmlModuleIteの結果を返すときに使用する。

上記３つのコマンドの返信電文としてこのアクションを設定して電文を返す。

mmlItemResultコマンドには、２つの追加フィールド「status」、「reqId」が必要とされる。「reqId」の形式は、前述のqueryと同様。
「reqId」は前述のmmlAppend,mmlDelete,mmlQueryでリクエストされた電文への結果電文であることを区別できるよう、送られてきたときに渡された「reqId」をセットして返す。
「status」には、各MmlModuleItemの内容について成功したかどうかを返す。成功の場合は「success」、失敗の場合は、「failed」の各文字列が小文字で返される。オプションのフィールドとして、「errorReason」というフィールドを返すことができる。「errorReason」は、「status」が「failed」の場合のエラーになった理由を返すことができる。

errorReasonの値としては下記の内容が定義されている。値はすべて下記で規定された大文字の文字列とする。

	エラー値
	説明

	SYSTEMERROR
	何らかのシステムエラー

	HEADERINVALID
	<MmlHeader>情報が不正

	NOTHINGDATA
	返すデータが存在しない

	ACCESSDENIED
	該当データにはセキュリティー上アクセスできない

	NOTSUPPORTED
	リクエストされた電文の処理をサポートしていない


mmlItemResultコマンドは、<MmlBody>中の各<MmlModuleItem>タグの最初の子要素のエレメントより前に存在し、そのアイテムが正しく処理されたかどうかの結果が入る。

以下に例として、3つの<MmlModuleItem>を１つの電文でリクエストする例と、その返答電文で、電文は正しく認識されたが、MmlModuleItemのlifestyleの情報はデータ取得成功で返信し、その他の２つの内容が返す情報が存在しなかったときの返信電文の例をしめす。

例：リクエスト電文例

<Mml>

  <?mmlQuery type=”patient” reqId=”0aae5960-667c-11d3-9751-00105a6792e8”?>

  <MmlHeader>


<masterId>122333444555</patientId>

  </MmlHeader>

  <MmlBody>


<MmlModuleItem type=”registeredDiagnosis”/> 


<MmlModuleItem type=”lifestyle”/> 


<MmlModuleItem type=”healthInsurance”/> 

  </MmlBody>

</Mml>

例：返信電文例

<Mml>

  <?mmlResult status=”success” continue=”false” partNo=”0”
reqid=”0aae5960-667c-11d3-9751-00105a6792e8”?>
  <MmlHeader>

:


<masterId>122333444555</masterId>


:

  </MmlHeader>

  <MmlBody>

    <MmlModuleItem type=”registerdDiagnosis”> 

      <?mmlItemResult status=”failed” errorReason=”NOTHINGDATA”
        reqid=” 0aae5960-667c-11d3-9751-00105a6792e8”?>

    </MmlModuleItem>

    <MmlModuleItem type=”lifestyle”> 

      <?mmlItemResult status=”success” reqid=” 0aae5960-667c-11d3-9751-00105a6792e8”?>


<mmlLs:LifestyleModule>

  

<mmlLs:occupation> forester   
  




</mmlLs:occupation>
  

<mmlLs:tobacco>


20 cigarettes per day for 30 years 


</mmlLs:tobacco>
  

<mmlLs:alcohol>4 dl of sake per day


</mmlLs:alcohol>

</mmlLs:LifestyleModule>
    </MmlModuleItem>

    <MmlModuleItem type=”healthInsurance”> 

        <?mmlItemResult status=”failed” errorRason=”NOTHINGDATA”
        reqid=” 0aae5960-667c-11d3-9751-00105a6792e8”?>
    </MmlModuleItem>

  </MmlBody>

</Mml>
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